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平成２４年２月に「市政改革プラン」（基本方針編（案））が公表され、その中で、

新しい住民自治の実現に向けて、地域・住民に近いほうがニーズに合った政策を実行

できるという考え方（ニア・イズ・ベター）のもと、区内の施策・事業を区長が自ら

の権限と責任で実施する区政運営の実現をめざすという方向性が示されました。 

 今後こうした区政運営を実現するためには、区民の多様なご意見やニーズを区政に

反映するとともに、区民が区政を評価する仕組みが重要です。 

区政会議は、区政運営にかかる方針や区において実施される事務事業について、そ

の策定に当たって委員の皆さまからご意見をいただき、事業実施後に評価をしていた

だくための仕組みです。 

 区政会議でいただいたご意見は、区政運営や事務事業の企画への反映を図ることは

もちろん、関係する局・組織へ伝達し、地域課題の解決を図ることとしています。 

 

 

 

① 会議開催回数について 

・年に３回程度 開催 

② 区政会議の委員について 

・区内で公益活動を行う団体の役員、公募委員に応募された方から区長が委嘱 

・委員の任期は２年 

③ 区政会議の運営について 

・区政会議に議長を置き、議長は委員の互選により選出。議長が副議長を指名 

・区政会議には、必要に応じて部会の設置が可能 

・区長は、必要に応じて、区政会議に関係者の出席を求めることが可能 

④ 傍聴等について 

・傍聴の定員は２０名 

・報道機関等のカメラ撮影は可能 

⑤ その他 

・区政会議の開催について必要な事項は区長が決定 

 

 

 

第１回 区政会議 （７月２９日開催） 

議題・天王寺区の防災にかかる取組みについて（説明・報告） 

①天王寺区の防災体制について 

②平成２３年度天王寺区運営方針について（災害対策関係項目） 

③天王寺区防災フォーラムについて（報告） 

第２回 区政会議 （１０月１日開催） 

議題・平成２３年度 区運営方針について 

 ・次年度の課題について 

１．天王寺区 区政会議の進め方について 

天王寺区 区政会議について 

２．平成２３年度における開催実績 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．天王寺区 区政会議での意見を踏まえ、取組みに反映した主なもの 

 

●避難所までの行き方を知ら

ない方のために、誘導案内表

示を工夫すべき 

 

 

●避難所が不足する地域には

区独自での私学や国立の学

校との支援のネットワーク

も必要だ 

 

●避難所開設運営訓練は、実践

的な訓練を行う必要がある 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●災害時の通信や情報提供に

ツイッターやフェイスブッ

クなどの新しい手段も使う

事を検討する必要がある 

 

●災害時を考えると町会加入

率の向上が望ましい 

 

 

●町会掲示板を利用し収容避難所案内図を

掲示します。（３町会で実施済。順次区内

全域へ拡大）また、電柱等を利用した案

内表示も進めます 

 

●府立高校、私立高校に対して収容避難所

としての協力を依頼し、府立高校３校、

私立高校１校との収容避難所協定を締結

しました 

 

●２３年度の避難所開設運営訓練で、地域

の意見をもとに、公園に保管の可搬式ポ

ンプや訓練に必要な資機材について地域

の方が搬送を行うなど、より実践的な訓

練になるよう工夫しました 

  

●２４年１月３０日からツイッターを活用

した情報提供を行っており、災害時にお

いても情報発信手段として活用します 

 

 

●町会未加入マンション（５０戸以上）等

を対象に防災にかかる学習会を実施しま

す。（９回実施済、順次実施） 

   

     

ご意見 取組みへの反映 


